











































































































































































流経法学　第14巻 第 1 号
第 5 章　後見












































































































第940条の 7 （委任，および後見人の規定の準用） 
後見監督人については，第681条，第691条，第692条，第930条第 2 項・
第 3 項，第936条第 3 項，第 4 項，第937条，第939条，第940条，第947条
































































































































第959条の 2 （限定後見の開始） 
家庭法院の限定後見開始の審判がある場合には，その審判を受けた者に
ついても限定後見人を置かなければならない。
第959条の 3 （限定後見人の選任等） 
①　第959条の 2 の規定による限定後見人は，家庭法院が職権で選任する。 
②　限定後見人については，第930条第 2 項・第 3 項，第936条第 2 項から第
4 項まで，第937条，第939条，第940条及び第949条の 3 の規定を準用する。
第959条の 4 （限定後見人の代理状等）
①　家庭法院は，限定後見人に代理権を授与する審判をすることができる。 
②　限定後見人の代理権等については，第938条第 3 項及び第 4 項の規定
を準用する。
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2 項・第 3 項，第936条第 3 項，第 4 項，第937条，第939条，第940条，
第940条の 3 第 2 項，第940条の 5 ，第940条の 6 ，第947条の 2 第 3 項か
ら第 5 項まで，第949条の 2 ，第955条及び第955条の 2 の規定を準用す
る。この場合，第940条の 6 第 3 項中「被後見人を代理する」は，「限定
被後見人を代理し，又は限定被後見人がその行為をすることに同意す
る」とみなす。
第959条の 6 （限定後見事務） 
限定後見の事務については，第681条，第920条ただし書，第947条，第
947条の 2 ，第949条，第949条の 2 ，第949条の 3 ，第950条から第955まで
及び第955条の 2 の規定を準用する。
第959条の 7 （限定後見人の任務の終了等） 
限定後見人の任務が終了した場合については，第691条，第692条，第
957条及び第958条の規定を準用する。
第959条の 8 （特定の後見に応じた保護対策） 
家庭法院は，被特定後見人の後援のために必要な処分を命ずることがで
きる。












2 項・第 3 項，第936条第 3 項，第 4 項，第937条，第939条，第940条，




































































流経法学　第14巻 第 1 号
第959条の19（任意後見人の代理権消滅と第三者との関係） 
任意後見人の代理権消滅は，登記をしなければ，善意の第三者に対抗す
ることができない。
第959条の20（後見契約と成年後見・限定後見・特定後見の関係） 
①　後見契約が登記されている場合には，家庭法院は，本人の利益のため
に特に必要なときにのみ，任意後見人又は任意後見監督人の請求により
成年後見，限定後見または特定後見の審判をすることができる。この場
合，後見契約は，本人が成年後見または限定後見開始の審判を受けたと
きに終了する。 
②　本人が成年被後見人，限定被後見人又は被特定後見人である場合に，
家庭法院は，任意後見監督人を選任するにあたり，従前の成年後見，限
定後見または特定後見の終了の審判をしなければならない。ただし，成
年後見または限定後見措置の継続が本人の利益のために特に必要である
と認められるときは，家庭法院は，任意後見監督人を選任しない。
（出典：民法一部改正 2013.4.5. 法律第11728号，施行2013.7.1.　法務部）
